
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市立末長小学校  Tel.０４４―８６６―７６４２ 

学校ホームページで学校生活の様子を公開しております。 

２月号 
令和７年１月３１日 発行 

 

学 校 だ よ り 

言葉の力 

校長 坂本 正治 

 

乾いた北風が冷たく吹き付ける朝が続いていますが、木々は小さな花芽を付けるなど着実に春は近づいて

いるようです。学校では 6 年生から 5年生への引継ぎを耳にしたり、新１年生への準備を目にしたりする

ようになり、私は「新しい春」を世の中以上に実感しています。 

ずいぶん前の春、6年で担任した子が中学を卒業する数日前に訪ねて来た時の話です。それは土曜日の夕

方、薄暗い空の下でした。「受験の報告に来たのだろう」ぐらいの軽い気持ちで私が近づいて行くと、その

子はふり絞るような声で一気に「公立高校が受からず、先生が見つけてくれた二次募集の私立に行くことに

なっちゃって・・・・。」と言い、その後しばらく号泣してしまいました。あまり活発ではなかったあの子

が、決して嬉しい報告ではないことを知らせに来てくれたのです。まだ 30 代半ばの若造は、「つらかった

かもしれないけれど、自分の母校になる学校を好きにならないでどうする。学校生活を楽しくするかどうか

は自分次第。しっかり 3年間がんばろうよ。」みたいなことを泣きながら語りました。 

その後、彼女はその高校でリーダー的存在となり成績優秀者として医大の看護科に進みました。大学病院

の看護師を辞めた後は貧困地域の医療現場も経験し、現在は看護大で講師をしているそうです。「発言も出

来なかった私が学生に教えているって変ですよね。でも、がんばったでしょう私。」と言われ、嬉しいのは

もちろんのこと自分自身が励まされるような気持ちにもなりました。「置かれた場所で咲け」とは言うもの

の、状況を受け入れて頑張るのは並大抵のことではありません。私の言葉を価値づけてくれた彼女の生き様

に、たくさんのことを学んだ思いです。 

子供たちは 4 月からの学校生活でたくさんの言葉と出合ってきました。先生や友達からの言葉もあれば国

語の教科書教材から学んだ言葉も数多くあったはずです。言葉は誰かを励まし勇気づける力がありますが、

一瞬で心に傷をつける武器にもなります。「言葉があったからこそ出来上がった関係が、言葉によって壊さ

れる」そんな場面をいくつも見てきました。赤ちゃんの頃から身に付けてきた言葉を戦いの武器にするので

はなく、開発や解決のために使いたいものです。 

「視覚障害者が駅のホームから転落する事故」の後、多くの駅にホームドアが設置されました。しかし、

それよりも大切なことは言わずもがな「周囲の声かけ」だそうです。「あぶないですよ。」「気をつけてくだ

さい。」の一言で大切な命を救えるということです。スマホを片手に考え事をしていたために、そんな温か

い言葉がけのチャンスを逃さないようにしたいですね。 

 残り 2 か月。「温かな言葉」に包まれて満開の春を迎えたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

「学校アンケート」へのご協力、ありがとうございました。 

「学校アンケート」にたくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。ご意見を参考にしながら来年度の学校運営について教職員

で検討していきたいと思います。また、２月に開催予定の学校運営協議会（コミュニティスクール）においてもご意見 

を共有し、末長小学校の発展につなげていく予定です。 



２月行事予定  生活目標 感謝の気持ちをあらわそう 

日 曜 行  事  予  定 

時程 学年別授業時数 下校時刻 授業終了後 10 分位を予定しています 

校庭 
1

年 

2

年 

3

年 

4

年 

5

年 

6

年 

1 

年 

2 

年 

3 

年 

4 

年 

5 

年 

6 

年 開放 

1 土          

2 日          

3 月 委員会活動⑩  4 5 5 5 6 6 13:15 14:30 15:15 

4 火 入学説明会 外国語活動（２年）  5 6 6 6 6 6 14:30 15:15 

5 水 朝会（全） クラブ活動⑩（３年見学）  4 4 5 5 5 5 13:15 14:30 

6 木 SGL(AM)  5 5 6 6 6 6 14:30 15:15 

7 金 校内授業研究会(1-4,3-２,3-４） B ４ ４ ４ ４ ４ ４ 13:00 

8 土 5 年エネルギーワークショップ         

9 日          

10 月 GJC（全日）代表委員会  4 5 5 5 6 6 13:15 14:30 15:15 

11 火 建国記念の日         

12 水 朝会（学年）  4 4 4 5 5 5 13:15 14:30 

13 木 
授業参観・懇談会（１・２年） 

情報モラル講習会 
 5 5 6 6 6 6 14:30 15:15 

14 金 
授業参観・懇談会（３・４・５年） 

学校報告会 SGL(PM) 
 ５ ５ ５ ５ 5 ６ 14:30 15:15 

15 土          

16 日          

17 月 授業参観・懇談会（サポ級）  4 5 ５ 5 5 5 13:15 14:30 

18 火 代表委員会 教育相談日  5 6 6 6 6 6 14:30 15:15 

19 水   4 4 4 5 5 5 13:15 14:30 

20 木  B ５ ５ ５ ５ ５ ５ 14:15 

21 金 
感謝の気持ちを伝える会・懇談会（６年） 

SGL（AM） 
 4 4 4 4 4 5 13:15 14:30 

22 土          

23 日 天皇誕生日         

24 月 振替休日         

25 火 GJC（全日）  5 6 6 6 6 6 14:30 15:15 

26 水 児童朝会 クラブ活動⑪ PINK シャツデー  4 4 4 5 5 5 13:15 14:30 

27 木 SGL(PM) B ５ ５ ５ ５ ５ ５ 14:15 

28 金 ６年生を送る会  ５ ５ ５ 6 6 6 14:30 15:15 

 

「ＳＧＬ」スクールガードリーダー来校日 「ＧＪＣ」学校巡回カウンセラー来校日 

「Ｂ」短縮時程  「×」給食なし 校庭開放の欄の数字は、放課後に校庭で遊んでよい学年です。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業参観・懇談会について 

最後の授業参観と懇談会があります。授業では、一年間でつけてきた力をご覧ください。懇談会では、子供

たちのより良い成長を願い、協力してきた一年間を振り返り、感謝を伝えられる会となればうれしいです。 

なお、６年生は「感謝の気持ちを伝える会」を行います。卒業を前に、６年間の成長と保護者の方への感謝

を表す会です。 

詳しくは、先日（1月 16 日）配信のお知らせをご覧ください。よろしくお願いいたします。 

 
情報モラル講習会について （1・2 年授業参観・懇談会と同日開催） 

授業参観後、保護者を対象にした情報モラル講習会を実施します。講師をお招きし、インターネットに関する

トラブルを避け、安全で便利に活用するための判断力を養うために必要なことについてお話していただく予定で

す。全学年の保護者様を対象に行いますので、ぜひご参加いただき、ご家庭でも情報モラルについて話し合うき

っかけにしていただければと思います。講習会後、各学年での懇談会となります。 

日時 ２月１３日（木）１４：３０～１５：００  

場所 体育館 

 

学校報告会について（３・４・５年授業参観・懇談会と同日開催） 
１２月に行った学校評価アンケートにご協力いただきありがとうございました。その結果を含めた今年度の

学校の様子をお伝えする「学校報告会」を下記の日程で行います。お忙しい中ですが、ご参加のほどよろし

くお願いいたします。 

日時 ２月１４日（金）１４：３０～１５：００ 

場所 体育館 

 

 
 

 
３月の主な行事予定 

３日（月）委員会活動          １９日（水）卒業式 

５日（水）朝会              ２０日（木）春分の日 

６日（木）代表委員会           ２１日（金）B４時間授業 給食なし 

１２日（水）B4 児童朝会 GJC（AM）  ２４日（月）B４時間授業 給食なし 

教育相談日           ２５日（火）B４時間授業 給食なし  

１７日（月）大掃除 GJC（AM）              修了式・離退任式 

１８日（火）お別れ式 給食終了       ２６日（水）春休み開始（４月６日まで） 

           

2月の生活目標 

「感謝の気持ちをあらわそう」 
 「ありがとう」 言って言われて いい言葉   

 私たちの暮らしは、多くの人に支えられています。着ている服は、原料の植物を育てた人、布を作った

人、服をデザインした人、布を切って縫い合わせた人、運ぶ人、売っている人がいて、私たちは服を着て

生活することができています。食べ物もそうです。住む家、生活する場所も使う道具もそうです。そう考

えると、私たちの暮らしは顔も知らない多くの人に支えられていることがわかります。当たり前の今の生

活は、とても「有難い＝めったにない」ことだと思えてきます。日々の生活の一つ一つに感謝の気持ちを

もつと、丁寧な生き方につながります。「ありがとう」をたくさん言える子は、「ありがとう」をたくさん

もらえる子になります。どうか「ありがとう」であふれる幸せな人生を送ってほしいと願っています。 

 

 


